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１ 本報告書の位置づけ

本報告書は、沖縄県振興審議会に諮問された新たな振興計画（素案）につ

、 。いて 学術・人づくり部会における調査審議結果をとりまとめたものである

２ 学術・人づくり部会の概要

⑴ 学術・人づくり部会の所掌事務について

沖縄県振興審議会に設置されている部会のうち、学術・人づくり部会は

「教育・人材育成、歴史、学術等に関すること」を所掌することとされて

いる（沖縄県振興審議会運営要綱第２条 。）

⑵ 学術・人づくり部会の調査審議箇所について

新たな振興計画（素案）のうち、学術・人づくり部会における調査審議

箇所については、次のとおりである。なお、他の部会と一部重複する箇所

がある。

○第４章 基本施策

１ 沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を大切にする島を目指して

⑷ 沖縄文化の保存・継承・創造と更なる発展

ア 沖縄文化の継承・発展・普及

④ 文化財の保存・活用

⑤ 歴史資料の保存・編集・活用

⑸ 悠久の歴史や伝統文化に育まれた魅力ある空間と風土の形成

ア 首里城の復興

③ 首里城に関係する文化財等の保全・復元・収集

イ 沖縄の歴史と景観に配慮した千年悠久のまちづくり

④ 琉球王国のグスク及び関連遺産群の環境整備

２ 心豊かで、安全・安心に暮らせる島を目指して

⑴ 子どもの貧困の解消に向けた総合的な支援の推進

イ 貧困状態にある子どもへの支援

① 生活支援の充実

② 経済的な支援の充実

４ 世界に開かれた交流と共生の島を目指して

⑵ 沖縄を結び目とするグローバルな交流ネットワークの形成

ア 交流基盤としてのウチナーネットワークの継承・発展

② 交流の架け橋となる人づくり

５ 多様な能力を発揮し、未来を拓く島を目指して

⑴ 多様な学びの享受に向けた環境づくり

ア 地域を知り、学びを深める環境づくり

① 多様な学習機会の創出及び提供
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② 地域の歴史、文化、芸術に触れる機会の充実

イ 子どもたちの健やかな育成に向けた地域全体の連携

① つながりが創る豊かな家庭教育機能の充実

② 学校・家庭・地域社会の相互の連携及び協力

ウ 公平な教育機会の確保と学習環境の充実

① 離島・へき地における教育環境の充実

② ICT等を取り入れた教育環境の整備及び充実

エ 学びと生きがいを支える多様な生涯学習環境の実現

① 生涯学習推進体制の充実

② 生きがいをもたらす文化・芸術活動の振興

⑵ 「生きる力」を育む学校教育の充実

ア 確かな学力を身に付ける学校教育の充実

① 小学校における学力向上の推進

② 中学校における学力向上の推進

③ 高等学校における学力向上の推進

④ 主体的・対話的で深い学びを実践できる教員の指導力向上

イ 豊かな心と健やかな体を育む学校教育の推進

① 豊かな心を育む教育の充実

② 不登校児童生徒への支援体制の強化

③ 社会総がかりによるいじめ問題への取組

④ 学校における体力向上に向けた取組

⑤ 健康教育・安全教育の推進

ウ 個性を伸ばし、自立に向けた資質・能力を伸ばす教育の推進

① 幼児教育の充実

② 個性を大切にし、個々の能力を伸ばす教育の推進

③ 学校教育におけるキャリア教育の推進

エ 時代の変化に対応する魅力ある学校づくりの推進

① 時代の変化に対応した学校づくりの推進

② 一人ひとりのニーズに応える特別支援教育の充実

③ 安心して学べる教育環境の整備

④ 特色ある私立学校づくりへの支援

⑶ 多様な能力を育て、力強く未来を拓く人づくり

ア 国際感覚を身に付ける教育の推進

① 外国語教育の充実

② 多様な国際交流及び国際理解教育の推進

イ 多様な能力を引き出し伸ばす教育の推進

① ICT教育の充実

② 科学・理数教育の充実

ウ 地域の発展に寄与する魅力ある高等教育環境の充実

① 高等教育の魅力向上と地域貢献機能の充実

② 官民連携による「地域連携プラットフォーム（仮称 」の）
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構築と展開

③ 産業と高等教育機関等の連携による実践的なキャリア教育

の推進

⑷ 人口減少に対応し、地域社会を支える人づくりと人材の確保

ア 多様な職業能力の育成・開発

① 企業ニーズ等に対応した職業能力の育成・開発

② 技術革新の動向等に対応した柔軟な職業能力の育成・開発

③ 社会参画とキャリアアップに資する学び直しの機会の創出

イ 持続可能な地域づくりを担う人材の育成・確保

① 地域づくりをリードする人材の育成・確保

② 持続的な環境保全活動を担うボランティアの育成

③ 保育士の育成・確保

④ 福祉・介護人材の育成・確保

ウ 医療・保健など地域の安心を支える人づくり

① 医師の確保と資質向上

② 薬剤師の確保と資質向上

③ 看護師等の確保と資質向上

⑸ 新たな価値を創造し、産業を牽引する人づくりと人材の確保

ア 産業のイノベーション創出を担う高度人材の育成と活用

① 即戦力となる情報系人材の育成及び国内外からの確保

② 県内企業におけるIT リテラシーを有する人材の育成

③ 高度研究人材・専門人材の活用・確保に向けた環境整備の

推進

イ 地域産業を担う人づくり

① 多彩で質の高いサービスを提供できる観光人材の育成・確

保

② 農林水産業を支える多様な担い手の育成・確保

③ ものづくり産業を担う人材の育成・確保

④ 建設産業を担う人材の育成・確保

○第６章 県土のグランドデザインと圏域別展開

３ 圏域別展開

⑴ 北部圏域

⑵ 中部圏域

⑶ 南部圏域

⑷ 宮古圏域

⑸ 八重山圏域
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⑶ 学術・人づくり部会の構成について

学術・人づくり部会の構成は次のとおりである。

◎前津 榮健 沖縄国際大学理事長兼学長

○仲村 守和 沖縄県ＮＩＥ推進協議会会長

大城 りえ 沖縄キリスト教短期大学教授

大庭 憲 一般社団法人沖縄県専修学校各種学校協会会長

翁長 有希 一般社団法人沖縄キャリア教育支援企業ネットワーク

理事

嘉納 英明 名桜大学国際学群教授

喜屋武 裕江 一般社団法人グッジョブおきなわプロジェクト

代表理事

金城 伊智子 沖縄工業高等専門学校情報通信システム工学科教授

島袋 恒男 琉球大学名誉教授

宮城 潤 那覇市若狭公民館館長

特定非営利活動法人地域サポートわかさ

理事兼事務局長

※◎は部会長、〇は副部会長を示す。

⑷ 学術・人づくり部会の開催実績について

学術・人づくり部会の開催実績は次のとおりである。

〇第１回学術・人づくり部会

日時：令和３年７月29日（木）10:00～12:00

場所：八汐荘 屋良ホール

議題：

⑴ 新たな振興計画（素案）について

⑵ 部会の運営方法等について

⑶ 調査審議（検討テーマ：学校教育）

⑷ 第２回調査審議箇所について

〇第２回学術・人づくり部会

日時：令和３年８月12日（木）14:00～16:00

場所：サンパレス球陽館 大会議室

議題：

⑴ 第１回部会における確認事項について

⑵ 調査審議（検討テーマ：高等教育、地域人材、産業人材）

⑶ 第３回調査審議箇所について
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〇第３回学術・人づくり部会

日時：令和３年８月26日（木）14:00～16:00

場所：八汐荘 屋良ホール

議題：

⑴ 第２回部会における確認事項について

⑵ 調査審議（検討テーマ：生涯学習、文化財等）

〇第４回学術・人づくり部会

日時：令和３年９月６日（月）10:00～12:00

場所：八汐荘 屋良ホール

議題：

⑴ 新たな振興計画（素案）に対する意見について

⑵ 中間報告の取りまとめについて

〇第５回学術・人づくり部会

日時：令和３年11月18日（木）11:00～12:00

場所：八汐荘 屋良ホール

議題：

⑴ 外部意見及びその対応について

⑵ 新たな振興計画（中間取りまとめ）について

３ 学術・人づくり部会における調査審議結果

⑴ 新たな振興計画（素案）等に対する修正意見について

新たな振興計画（素案）に対する修正意見については、別紙１－１（新

たな振興計画（素案）に対する修正意見審議結果一覧（学術・人づくり部

会 ）のとおり、新たな振興計画（中間取りまとめ）に対する修正意見に）

ついては、別紙１－２（新たな振興計画（中間取りまとめ）に対する修正

意見審議結果一覧（学術・人づくり部会 ）のとおり取りまとめた。）

⑵ 関連体系図（案）に対する修正意見について

（ ） 、 （ （ ）関連体系図 案 に対する修正意見については 別紙２ 関連体系図 案

に対する修正意見審議結果一覧（学術・人づくり部会 ）のとおり取りま）

とめた。

⑶ 自由意見について

調査審議の過程における⑴及び⑵以外の意見については、別紙３（自由

意見の一覧（総合部会 ）のとおり取りまとめた。）
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し
、

現
時

点
で

は
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

4
4

1
5
8

6
　

沖
縄

ら
し

い
個

性
を

持
っ

た
人

づ
く
り

に
向

け
、

地
域

の
自

然
環

境
、

歴
史

、
伝

統
文

化
や

芸
術

に
触

れ
る

体
験

活
動

を
促

進
す

る
た

め
、

次
に

掲
げ

る
施

策
を

展
開

す
る

。

－
　

今
後

1
0
年

に
向

け
た

基
本

施
策

と
考

え
た

場
合

、
「
地

域
の

自
然

環
境

、
歴

史
、

伝
統

文
化

や
芸

術
に

触
れ

る
体

験
活

動
を

促
進

す
る

た
め

」
の

体
験

は
、

博
物

館
や

公
民

館
発

信
で

オ
ン

ラ
イ

ン
や

V
R

等
を

ふ
く
め

た
ス

マ
ー

ト
技

術
を

介
し

た
環

境
も

重
要

と
な

り
つ

つ
あ

る
た

め
、

検
討

い
た

だ
き

た
い

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
体

験
的

な
学

習
活

動
に

は
、

様
々

な
方

法
が

あ
り

、
情

報
通

信
技

術
を

活
用

し
た

学
習

も
そ

の
一

つ
で

あ
り

、
「
多

様
な

学
習

機
会

」
の

中
に

含
ま

れ
て

い
る

と
考

え
る

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

5
4

1
5
8

1
0

　
子

ど
も

た
ち

が
地

域
の

自
然

、
歴

史
、

環
境

等
に

親
し

み
、

　
子

ど
も

た
ち

が
地

域
の

自
然

環
境

、
歴

史
、

文
化

等
に

親
し

み
、

　
地

域
の

「
自

然
、

歴
史

、
文

化
」
と

使
う

の
が

一
般

的
で

あ
る

。
自

然
、

歴
史

、
文

化
を

統
合

し
た

の
が

環
境

に
な

り
、

広
い

意
味

に
解

さ
れ

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙

１
－

１

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
 修

 正
 文

 案
 等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

6
4

1
5
8

1
4

【
追

加
】

－
　

図
書

館
設

置
は

市
町

村
の

義
務

で
あ

る
が

、
ま

だ
、

未
設

置
の

町
村

が
あ

り
、

当
該

児
童

生
徒

が
不

利
益

に
な

ら
な

い
よ

う
、

行
政

の
キ

メ
細

か
い

支
援

が
必

要
で

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
図

書
館

未
設

置
町

村
の

児
童

生
徒

に
不

利
益

が
生

じ
な

い
よ

う
な

支
援

は
重

要
で

あ
る

と
認

識
し

て
お

り
、

離
島

や
図

書
館

未
設

置
町

村
等

の
住

民
に

対
し

て
読

書
環

境
の

充
実

を
図

る
サ

ー
ビ

ス
を

実
施

し
て

お
り

ま
す

。
　

修
正

に
つ

い
て

は
、

今
後

詳
細

な
文

章
に

変
更

す
る

際
に

検
討

を
行

う
こ

と
と

し
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

7
4

1
5
8

1
6

多
様

な
学

習
機

会
の

提
供

や
社

会
教

育
指

導
者

等
の

－
　

各
市

町
村

の
社

会
教

育
活

動
を

中
心

的
に

担
っ

て
い

る
の

は
社

会
教

育
主

事
だ

と
思

う
の

で
ど

こ
か

に
社

会
教

育
主

事
を

明
記

し
て

ほ
し

い
。

ま
た

、
各

市
町

村
に

社
会

教
育

主
事

配
置

を
促

す
意

味
か

ら
も

意
識

づ
け

が
必

要
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
　

「
社

会
教

育
指

導
者

等
」
に

は
、

社
会

教
育

行
政

の
中

核
と

し
て

地
域

住
民

の
学

習
の

促
進

を
支

援
す

る
重

要
な

役
割

を
担

う
社

会
教

育
主

事
の

他
、

地
域

に
お

い
て

様
々

な
分

野
で

活
動

す
る

多
様

な
人

材
も

含
め

た
表

現
と

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

8
4

1
5
8

2
9

　
子

ど
も

の
規

範
意

識
等

を
育

み
、

生
き

る
力

の
基

礎
的

な
資

質
や

能
力

を
育

成
す

る
場

と
な

る
家

庭
に

お
け

る
教

育
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
学

校
、

地
域

社
会

と
家

庭
と

の
連

携
・
協

働
に

よ
る

教
育

力
の

充
実

に
つ

な
が

る
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
す

る
。

　
子

ど
も

の
生

き
る

力
の

基
礎

的
な

資
質

・
能

力
を

育
む

場
と

な
る

家
庭

に
お

け
る

教
育

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

学
校

、
地

域
社

会
と

家
庭

と
の

連
携

・
協

働
に

よ
る

教
育

の
充

実
に

つ
な

が
る

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

す
る

。

・
文

頭
に

「
子

ど
も

の
規

範
意

識
を

育
み

」
と

入
る

こ
と

で
、

「
規

範
意

識
の

醸
成

」
が

生
き

る
力

の
主

要
な

資
質

・
能

力
と

読
み

取
れ

て
し

ま
う

懸
念

が
あ

る
。

・
文

科
省

の
表

記
は

統
一

さ
れ

て
い

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙

１
－

１

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
 修

 正
 文

 案
 等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

9
4

1
5
8

3
0

学
校

、
地

域
社

会
と

家
庭

と
の

連
携

・
協

働
－

　
家

庭
教

育
の

支
援

や
子

ど
も

を
育

て
る

体
制

づ
く
り

の
構

築
に

は
、

保
育

所
・

幼
稚

園
・
認

定
こ

ど
も

園
と

の
連

携
も

必
要

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
当

該
箇

所
の

「
学

校
・
家

庭
・
地

域
」
は

、
地

域
住

民
を

は
じ

め
と

し
た

多
様

な
人

材
の

参
画

を
得

て
、

社
会

全
体

で
子

供
た

ち
の

健
や

か
な

育
ち

を
支

え
る

環
境

の
構

築
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

こ
と

を
記

し
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

教
育

委
員

会
で

は
、

こ
れ

ま
で

も
保

育
所

や
認

定
こ

ど
も

園
、

社
会

教
育

関
係

団
体

、
N

P
O

、
企

業
等

と
幅

広
く
連

携
を

図
り

な
が

ら
家

庭
教

育
支

援
の

取
組

を
推

進
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

　
な

お
、

子
育

て
支

援
の

取
組

や
人

材
の

確
保

等
に

関
す

る
施

策
に

つ
い

て
は

、
「
基

本
施

策
２

（
２

）
誰

も
が

安
心

し
て

子
育

て
が

で
き

る
環

境
づ

く
り

」
の

5
7
頁

1
3
行

以
降

に
記

載
さ

れ
て

お
り

、
素

案
全

体
と

し
て

意
見

は
反

映
さ

れ
て

い
る

も
の

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

1
0

4
1
5
9

5
相

談
員

等
の

資
質

向
上

－
児

童
委

員
や

民
生

委
員

の
重

要
性

が
今

後
さ

ら
に

高
ま

る
と

考
え

ら
れ

る
一

方
で

、
担

い
手

不
足

は
深

刻
で

す
。

「
相

談
員

等
」
に

含
ま

れ
て

い
る

と
は

思
い

ま
す

が
、

あ
え

て
こ

ち
ら

に
明

記
す

る
こ

と
で

周
知

に
も

な
る

と
思

い
ま

す
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
児

童
委

員
及

び
民

生
委

員
に

係
る

施
策

に
つ

い
て

は
、

6
6
頁

3
1
行

目
か

ら
3
3
行

目
に

記
載

し
て

い
る

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
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別
紙

１
－

１

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
 修

 正
 文

 案
 等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

1
1

4
1
5
9

1
2

学
校

、
家

庭
、

地
域

が
連

携
・
協

働
し

、
－

　
家

庭
教

育
の

支
援

や
子

ど
も

を
育

て
る

体
制

づ
く
り

の
構

築
に

は
、

保
育

所
・

幼
稚

園
・
認

定
こ

ど
も

園
と

の
連

携
も

必
要

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
当

該
箇

所
の

「
学

校
・
家

庭
・
地

域
」
は

、
地

域
住

民
を

は
じ

め
と

し
た

多
様

な
人

材
の

参
画

を
得

て
、

社
会

全
体

で
子

供
た

ち
の

健
や

か
な

育
ち

を
支

え
る

環
境

の
構

築
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

こ
と

を
記

し
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

教
育

委
員

会
で

は
、

こ
れ

ま
で

も
保

育
所

や
認

定
こ

ど
も

園
、

社
会

教
育

関
係

団
体

、
N

P
O

、
企

業
等

と
幅

広
く
連

携
を

図
り

な
が

ら
家

庭
教

育
支

援
の

取
組

を
推

進
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

　
な

お
、

子
育

て
支

援
の

取
組

や
人

材
の

確
保

等
に

関
す

る
施

策
に

つ
い

て
は

、
「
基

本
施

策
２

（
２

）
誰

も
が

安
心

し
て

子
育

て
が

で
き

る
環

境
づ

く
り

」
の

5
7
頁

1
3
行

以
降

に
記

載
さ

れ
て

お
り

、
素

案
全

体
と

し
て

意
見

は
反

映
さ

れ
て

い
る

も
の

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

1
2

4
1
6
1

1
4

ア
　

確
か

な
学

力
を

身
に

付
け

る
学

校
教

育
の

充
実

　
社

会
変

化
の

著
し

い
現

代
に

お
い

て
、

新
た

な
時

代
を

創
る

た
め

に
必

要
と

さ
れ

る
資

質
・
能

力
を

育
む

こ
と

が
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
児

童
生

徒
一

人
ひ

と
り

に
基

礎
的

・
基

本
的

な
知

識
及

び
技

能
を

確
実

に
習

得
さ

せ
、

こ
れ

ら
を

活
用

し
て

課
題

を
解

決
す

る
た

め
に

必
要

な
力

等
を

、
確

か
な

学
力

と
し

て
身

に
付

け
る

こ
と

が
で

き
る

学
校

教
育

の
充

実
に

向
け

た
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
す

る
。

ア
　

確
か

な
学

力
を

身
に

つ
け

る
学

校
教

育
の

充
実

　
社

会
変

化
の

著
し

い
現

代
に

お
い

て
、

新
た

な
時

代
を

創
る

た
め

に
必

要
と

さ
れ

る
資

質
・
能

力
を

育
む

こ
と

が
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
を

実
現

す
る

た
め

、
個

別
最

適
な

学
び

や
協

働
的

な
学

び
に

取
り

組
み

、
児

童
生

徒
一

人
ひ

と
り

が
基

礎
的

・
基

本
的

な
知

識
及

び
技

能
を

確
実

に
習

得
し

、
確

か
な

学
力

を
身

に
付

け
る

こ
と

が
で

き
る

学
校

教
育

の
充

実
に

向
け

た
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
す

る
。

・
教

え
る

ほ
う

に
力

点
が

置
か

れ
す

ぎ
て

、
教

え
て

子
供

た
ち

を
ど

う
育

て
る

か
と

い
う

と
こ

ろ
ま

で
は

教
育

シ
ス

テ
ム

や
教

育
方

法
が

十
分

に
意

識
し

て
い

け
な

い
部

分
が

あ
り

、
こ

の
辺

を
も

う
少

し
前

面
に

出
し

た
ほ

う
が

い
い

の
で

は
な

い
か

。

・
表

現
を

習
得

さ
せ

る
の

で
は

な
く
て

「
児

童
生

徒
一

人
ひ

と
り

が
獲

得
す

る
」

と
い

う
表

現
に

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙

１
－

１

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
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 正
 文

 案
 等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

1
3

4
1
6
1

2
1

①
　

小
学

校
に

お
け

る
学

力
向

上
の

推
進 　

少
人

数
学

級
の

推
進

や
学

習
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
用

な
ど

、
き

め
細

か
な

指
導

体
制

の
充

実
を

図
り

、
児

童
の

学
習

意
欲

の
向

上
と

確
か

な
学

力
の

定
着

に
取

り
組

む
。

　
学

び
の

過
程

を
重

視
し

、
自

分
の

良
さ

や
可

能
性

を
認

識
で

き
る

よ
う

な
関

わ
り

を
通

し
て

、
自

己
肯

定
感

を
育

み
、

協
働

し
て

様
々

な
課

題
を

解
決

し
て

い
く

態
度

の
醸

成
に

取
り

組
む

。
　

学
力

調
査

に
よ

り
定

期
的

な
学

力
の

定
着

状
況

を
把

握
・
分

析
し

、
授

業
改

善
に

生
か

し
て

い
く
と

と
も

に
、

地
域

や
家

庭
、

関
係

機
関

と
の

連
携

に
よ

り
児

童
の

自
立

的
な

学
び

を
促

進
し

、
学

力
の

底
上

げ
に

取
り

組
む

。

①
　

小
学

校
に

お
け

る
学

力
向

上
の

推
進 　

少
人

数
学

級
の

推
進

や
学

習
支

援
員

等
の

活
用

な
ど

、
き

め
細

か
な

指
導

体
制

の
充

実
を

図
る

他
、

IC
T
等

の
活

用
に

よ
る

個
別

最
適

な
学

び
の

推
進

に
よ

り
、

自
立

し
主

体
的

に
学

習
で

き
る

児
童

の
育

成
及

び
確

か
な

学
力

の
定

着
に

取
り

組
む

。
　

学
び

の
過

程
を

重
視

し
、

子
ど

も
の

主
体

性
を

引
き

出
す

活
動

を
十

分
に

行
う

と
と

も
に

、
自

分
の

良
さ

や
可

能
性

を
認

識
で

き
る

よ
う

な
関

わ
り

を
通

し
て

、
自

己
肯

定
感

を
育

み
、

協
働

し
て

様
々

な
課

題
を

解
決

し
て

い
く
態

度
の

醸
成

に
取

り
組

む
。

　
諸

学
力

調
査

に
よ

り
定

期
的

に
学

力
状

況
を

把
握

・
分

析
し

、
授

業
改

善
に

生
か

し
て

い
く
と

と
も

に
、

地
域

や
家

庭
、

関
係

機
関

と
の

連
携

に
よ

り
児

童
の

学
習

意
欲

の
向

上
に

取
り

組
む

。

・
小

学
校

、
中

学
校

、
高

等
学

校
と

、
学

力
に

関
し

て
抱

え
て

い
る

問
題

が
か

な
り

違
う

状
況

の
中

で
、

ほ
ぼ

似
た

よ
う

な
書

き
方

で
い

い
の

か
、

小
学

校
、

中
学

校
、

高
等

学
校

、
書

き
方

は
共

通
し

て
い

る
が

、
そ

れ
ぞ

れ
に

抱
え

て
い

る
課

題
が

大
き

く
違

う
と

い
う

視
点

で
書

い
た

ほ
う

が
い

い
。

・
小

学
校

は
「
学

習
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
」
、

中
学

校
は

「
学

習
支

援
員

」
の

記
述

が
あ

る
が

、
制

度
が

違
う

の
だ

ろ
う

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙

１
－

１

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
 修

 正
 文

 案
 等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

1
4

4
1
6
1

3
1

②
　

中
学

校
に

お
け

る
学

力
向

上
の

推
進 　

少
人

数
学

級
の

推
進

や
学

習
支

援
員

等
の

活
用

な
ど

、
き

め
細

か
な

指
導

体
制

の
充

実
を

図
り

、
生

徒
の

学
習

に
対

す
る

目
的

意
識

の
醸

成
と

確
か

な
学

力
の

定
着

に
取

り
組

む
。

　
学

び
の

過
程

を
重

視
し

、
自

分
の

良
さ

や
可

能
性

を
認

識
で

き
る

よ
う

な
関

わ
り

を
通

し
て

、
自

己
肯

定
感

を
育

み
、

協
働

し
て

様
々

な
課

題
を

解
決

し
て

い
く

態
度

の
醸

成
に

取
り

組
む

。
　

諸
学

力
調

査
に

よ
る

定
期

的
な

学
力

状
況

の
把

握
・
分

析
を

生
か

し
て

、
組

織
的

な
授

業
改

善
の

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

地
域

や
家

庭
、

関
係

機
関

と
の

連
携

に
よ

り
生

徒
が

学
ぶ

こ
と

の
意

義
を

実
感

で
き

る
環

境
を

整
え

、
社

会
的

・
職

業
的

自
立

に
向

け
て

必
要

な
基

盤
と

な
る

資
質

・
能

力
の

育
成

に
取

り
組

む
。

②
　

中
学

校
に

お
け

る
学

力
向

上
の

推
進 　

少
人

数
学

級
の

推
進

や
学

習
支

援
員

等
の

活
用

な
ど

、
き

め
細

か
な

指
導

体
制

の
充

実
を

図
る

他
、

IC
T
等

の
活

用
に

よ
る

個
別

最
適

な
学

び
を

推
進

し
、

自
立

し
主

体
的

に
学

習
で

き
る

生
徒

の
育

成
及

び
確

か
な

学
力

の
定

着
に

取
り

組
む

。
　

学
び

の
過

程
を

重
視

し
、

子
ど

も
の

主
体

性
を

引
き

出
す

活
動

を
十

分
に

行
う

と
と

も
に

、
自

分
の

良
さ

や
可

能
性

を
認

識
で

き
る

よ
う

な
関

わ
り

を
通

し
て

、
自

己
肯

定
感

を
育

み
、

協
働

し
て

様
々

な
課

題
を

解
決

し
て

い
く
態

度
の

醸
成

に
取

り
組

む
。

　
諸

学
力

調
査

に
よ

り
定

期
的

に
学

力
状

況
を

把
握

・
分

析
し

、
校

内
研

修
の

活
性

化
、

組
織

的
な

授
業

改
善

の
充

実
を

図
る

他
、

地
域

や
家

庭
、

関
係

機
関

と
の

連
携

に
よ

り
生

徒
が

学
ぶ

こ
と

の
意

義
を

実
感

で
き

る
環

境
を

整
え

る
こ

と
で

、
生

徒
の

学
習

に
対

す
る

目
的

意
識

の
醸

成
を

図
り

、
社

会
的

・
職

業
的

自
立

に
向

け
て

必
要

な
基

盤
と

な
る

資
質

・
能

力
の

育
成

に
取

り
組

む
。

・
「
生

徒
の

学
習

に
対

す
る

目
的

意
識

の
醸

成
と

」
を

削
除

し
た

方
が

よ
い

の
で

は
な

い
か

。
　

「
生

徒
の

学
習

に
対

す
る

目
的

意
識

」
に

つ
い

て
は

、
p.

1
6
2
/
5
行

目
「
地

域
や

家
庭

、
関

係
機

関
と

の
連

携
に

よ
り

～
」

の
部

分
と

の
関

係
性

が
強

い
か

と
思

う
の

で
、

そ
こ

に
ま

と
め

た
ほ

う
が

よ
い

の
で

は
な

い
か

。

・
「
少

人
数

学
級

の
推

進
や

学
習

支
援

員
等

の
活

用
な

ど
、

き
め

細
や

か
な

指
導

体
制

の
充

実
を

図
る

」
こ

と
が

「
生

徒
の

学
習

に
対

す
る

目
的

意
識

の
醸

成
」

に
繋

が
る

も
の

か
疑

問
が

あ
る

。

・
校

内
研

修
を

大
切

に
し

て
、

職
員

の
意

志
統

一
や

知
識

・
能

力
を

高
め

て
ほ

し
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙

１
－

１

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
 修

 正
 文

 案
 等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

1
5

4
1
6
2

9
③

　
高

等
学

校
に

お
け

る
学

力
向

上
の

推
進

　
学

習
支

援
員

等
の

活
用

な
ど

、
き

め
細

か
な

指
導

体
制

の
充

実
を

図
り

、
生

徒
の

学
習

に
対

す
る

目
的

意
識

の
醸

成
と

基
礎

的
な

学
力

の
定

着
に

取
り

組
む

。
　

高
校

生
が

大
学

等
で

講
義

を
受

講
す

る
機

会
を

創
出

し
、

目
的

意
識

の
明

確
化

を
図

る
こ

と
で

主
体

的
に

学
ぶ

意
欲

の
育

成
に

取
り

組
む

。

③
　

高
等

学
校

に
お

け
る

学
力

向
上

の
推

進
　

育
成

を
目

指
す

資
質

・
能

力
を

明
確

化
し

、
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
の

実
現

に
向

け
た

授
業

改
善

を
進

め
、

確
か

な
学

力
の

定
着

を
図

る
と

と
も

に
、

学
習

支
援

員
等

の
活

用
な

ど
に

よ
る

き
め

細
か

な
指

導
体

制
を

充
実

さ
せ

、
基

礎
的

な
学

力
の

定
着

に
取

り
組

む
。

　
高

校
生

が
大

学
等

で
講

義
を

受
講

す
る

機
会

を
創

出
す

る
な

ど
高

大
連

携
を

推
進

し
、

目
的

意
識

の
明

確
化

を
図

る
こ

と
で

主
体

的
に

学
ぶ

意
欲

の
育

成
に

取
り

組
む

。

・
「
確

か
な

学
力

」
が

つ
け

ば
、

こ
の

中
に

は
基

礎
的

な
も

の
が

育
っ

て
く
る

。
そ

れ
が

高
校

の
と

こ
ろ

で
い

き
な

り
「
基

礎
的

な
学

力
」
の

書
き

方
に

な
っ

て
い

る
。

小
中

で
確

か
な

学
力

を
つ

け
て

い
た

ら
基

礎
的

な
も

の
は

身
に

つ
い

て
い

る
の

に
、

高
校

で
あ

え
て

こ
こ

で
「
基

礎
的

」
と

い
う

表
現

に
少

し
違

和
感

を
覚

え
る

。
も

う
少

し
説

明
や

表
現

を
変

え
る

な
り

し
た

ら
ど

う
か

。

・
大

学
の

知
見

を
高

校
教

育
に

と
り

入
れ

る
べ

き
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
6

4
1
6
2

2
8

　
人

権
教

育
に

関
す

る
講

話
、

体
験

活
動

へ
の

支
援

、
道

徳
教

育
研

究
推

進
校

の
設

定
等

に
よ

り
人

権
・
道

徳
教

育
の

充
実

に
取

り
組

む
。

　
人

権
教

育
に

関
す

る
講

話
、

体
験

活
動

へ
の

支
援

、
道

徳
教

育
研

究
推

進
校

の
設

定
等

に
よ

り
人

権
・
道

徳
教

育
を

充
実

さ
せ

る
と

共
に

、
教

職
員

自
ら

が
高

い
人

権
意

識
を

持
ち

教
育

活
動

に
取

り
組

む
。

　
先

日
、

県
立

高
校

の
生

徒
が

部
顧

問
の

心
な

い
暴

言
に

よ
っ

て
尊

い
命

を
自

ら
絶

っ
た

。
こ

の
事

件
は

大
き

な
社

会
問

題
に

な
り

県
議

会
で

も
と

り
上

げ
ら

れ
て

い
る

。
こ

れ
は

教
師

の
資

質
の

問
題

と
部

活
動

の
あ

り
方

が
問

わ
れ

て
い

る
。

以
前

、
県

教
委

は
全

教
員

対
象

の
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

研
修

を
行

っ
た

こ
と

も
あ

る
。

　
今

、
教

員
の

心
の

豊
か

さ
や

使
命

感
を

啓
発

す
る

研
修

等
を

計
画

し
、

県
民

の
不

安
に

応
え

る
必

要
が

あ
る

。
「
新

た
な

振
興

計
画

」
の

中
で

教
師

の
あ

り
方

や
教

師
像

、
研

修
体

系
な

ど
の

提
案

を
検

討
し

て
み

て
は

ど
う

で
し

ょ
う

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙

１
－

１

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
 修

 正
 文

 案
 等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

1
7

4
1
6
2

3
3

　
道

徳
科

、
特

別
活

動
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
を

活
用

し
、

平
和

教
育

に
取

り
組

む
。

　
道

徳
科

、
特

別
活

動
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
等

を
活

用
し

、
平

和
教

育
に

取
り

組
む

。

　
豊

か
な

心
を

育
む

教
育

実
践

を
、

平
和

教
育

に
限

定
せ

ず
、

幅
広

い
観

点
か

ら
の

実
践

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
8

4
1
6
3

1
4

　
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
活

用
や

学
校

・
家

庭
・
地

域
が

い
じ

め
対

策

　
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

、
ス

ク
ー

ル
ロ

イ
ヤ

ー
等

の
活

用
や

学
校

・
家

庭
・
地

域
が

い
じ

め
対

策

　
ス

ク
ー

ル
ロ

イ
ヤ

ー
の

導
入

も
検

討
し

て
は

ど
う

か
。

　
学

校
現

場
や

教
育

委
員

会
だ

け
で

は
対

応
が

難
し

い
ケ

ー
ス

が
見

受
け

ら
れ

る
。

当
事

者
の

人
権

や
生

命
を

守
る

と
い

う
観

点
で

は
初

動
の

ス
ピ

ー
ド

と
対

応
が

重
要

で
あ

り
、

学
校

現
場

の
負

担
軽

減
も

視
野

に
入

れ
て

、
ス

ク
ー

ル
ロ

イ
ヤ

ー
の

導
入

ま
た

は
導

入
支

援
は

早
急

に
必

要
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
9

4
1
6
4

7
非

認
知

能
力

を
育

成
し

、
学

ぶ
こ

と
と

自
己

の
将

来
と

の
つ

な
が

り
を

見
通

し
な

が
ら

、

非
認

知
能

力
を

育
成

す
る

と
共

に
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
視

点
に

立
ち

、
学

ぶ
こ

と
と

自
己

の
将

来
と

の
つ

な
が

り
を

見
通

し
な

が
ら

、

　
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

、
高

等
教

育
と

の
連

携
み

た
い

な
と

こ
ろ

も
含

め
て

議
論

い
た

だ
き

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙

１
－

１

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
 修

 正
 文

 案
 等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

2
0

4
1
6
4

2
8

③
　

学
校

教
育

に
お

け
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
推

進
　

「
沖

縄
県

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
基

本
指

針
」
に

基
づ

き
、

教
育

活
動

全
体

を
通

し
て

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

促
す

取
組

の
ほ

か
、

小
中

高
等

学
校

の
1
2
年

間
の

学
び

や
努

力
の

足
あ

と
を

つ
な

ぐ
「
キ

ャ
リ

ア
・

パ
ス

ポ
ー

ト
」
の

推
進

に
取

り
組

む
。

　
職

場
見

学
や

職
場

体
験

を
通

し
て

子
ど

も
た

ち
の

将
来

や
仕

事
に

つ
い

て
考

え
る

き
っ

か
け

を
創

出
す

る
こ

と
で

、
学

ぶ
こ

と
と

社
会

と
の

接
続

を
意

識
し

、
社

会
的

・
職

業
的

自
立

に
向

け
て

必
要

な
基

盤
と

な
る

資
質

・
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

取
り

組
む

。

③
　

学
校

教
育

に
お

け
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
推

進
　

「
沖

縄
県

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
基

本
指

針
」
に

基
づ

き
、

教
育

活
動

全
体

を
通

し
て

、
キ

ャ
リ

ア
形

成
を

促
す

取
組

を
推

進
し

、
社

会
的

・
職

業
的

自
立

に
向

け
て

必
要

な
基

盤
と

な
る

基
礎

的
・
汎

用
的

能
力

の
育

成
を

意
識

し
た

取
組

を
推

進
す

る
。

　
小

中
高

等
学

校
の

学
び

を
つ

な
ぐ

「
キ

ャ
リ

ア
・
パ

ス
ポ

ー
ト

」
の

取
組

や
、

職
場

見
学

、
職

場
体

験
等

を
通

し
て

子
ど

も
た

ち
の

将
来

や
仕

事
に

つ
い

て
考

え
る

き
っ

か
け

を
創

出
し

、
学

ぶ
こ

と
と

社
会

と
の

接
続

を
意

識
し

た
取

組
を

推
進

す
る

。

・
「
教

育
活

動
全

体
を

通
し

て
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

促
す

取
組

」
に

つ
い

て
、

も
う

少
し

説
明

を
加

え
る

必
要

が
な

い
だ

ろ
う

か
。

・
現

在
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
お

い
て

は
、

「
教

育
活

動
全

体
を

通
し

て
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

促
す

取
組

」
の

方
が

、
後

述
の

職
場

見
学

や
職

場
体

験
な

ど
よ

り
重

要
性

が
注

目
さ

れ
て

い
る

が
、

こ
の

文
章

で
は

そ
こ

を
読

み
流

し
て

し
ま

い
、

「
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
ポ

ー
ト

」
「
職

場
見

学
・
職

場
体

験
・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」
を

や
っ

て
い

れ
ば

キ
ャ

リ
ア

教
育

が
で

き
て

い
る

と
と

ら
れ

か
ね

な
い

。

・
産

業
教

育
は

高
等

教
育

か
ら

ス
タ

ー
ト

し
て

は
遅

い
と

思
う

。
国

も
義

務
教

育
か

ら
の

産
業

教
育

を
推

進
し

て
お

り
、

沖
縄

県
で

も
雇

用
政

策
と

し
て

で
は

あ
る

が
、

商
工

労
働

部
で

取
り

組
ま

れ
て

い
る

。
　

新
た

な
振

興
計

画
で

は
、

中
長

期
的

な
産

業
施

策
と

し
て

の
視

点
で

素
案

に
取

り
入

れ
る

方
が

望
ま

し
い

と
思

う
。

　
義

務
教

育
か

ら
の

産
業

教
育

と
い

う
趣

旨
に

適
し

た
箇

所
に

追
記

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

15



別
紙

１
－

１

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
 修

 正
 文

 案
 等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

2
1

4
1
6
5

3
　

高
等

学
校

に
お

い
て

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
や

総
合

的
な

探
求

の
時

間
等

の
学

習
活

動
を

通
し

て
、

生
徒

の
「
望

ま
し

い
勤

労
観

、
職

業
観

」
の

育
成

に
取

り
組

む
。

　
高

等
学

校
に

お
い

て
、

総
合

的
な

探
究

の
時

間
や

学
校

行
事

、
各

教
科

・
科

目
に

お
け

る
学

習
等

、
教

育
活

動
全

体
を

通
じ

て
必

要
な

資
質

・
能

力
の

育
成

を
図

り
、

生
徒

が
主

体
的

に
進

路
を

選
択

・
決

定
す

る
た

め
に

必
要

な
支

援
に

取
り

組
む

。

・
文

科
省

は
「
探

究
」
を

採
用

し
て

い
る

。

・
高

等
学

校
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
目

標
が

「
望

ま
し

い
勤

労
観

、
職

業
観

」
で

よ
い

か
要

検
討

で
あ

る
。

・
専

門
高

校
だ

け
で

は
な

く
普

通
科

の
高

校
で

も
魅

力
あ

る
学

校
づ

く
り

、
地

方
創

生
等

々
と

の
教

育
内

容
の

連
携

も
必

要
に

な
っ

て
く
る

。
産

業
界

と
の

具
体

的
な

、
も

う
少

し
踏

み
込

ん
だ

連
携

も
踏

ま
え

た
上

で
、

高
校

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

沖
縄

県
の

目
標

値
は

や
り

直
す

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
2

4
1
6
5

1
2

　
小

中
連

携
教

育
や

中
高

一
貫

教
育

の
推

進
に

よ
る

一
貫

し
た

教
育

指
導

体
制

の
構

築
、

様
々

な
専

門
教

育
の

充
実

な
ど

、
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
取

組
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
教

員
が

子
ど

も
た

ち
と

向
き

合
う

時
間

の
確

保
に

取
り

組
む

。

　
小

中
連

携
教

育
や

中
高

一
貫

教
育

の
推

進
に

よ
る

一
貫

し
た

教
育

指
導

体
制

の
構

築
、

様
々

な
専

門
教

育
の

充
実

な
ど

、
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
取

組
を

推
進

す
る

。

　
「
小

中
連

携
教

育
や

～
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
取

組
を

推
進

す
る

」
と

「
教

員
が

子
ど

も
た

ち
と

向
き

合
う

時
間

の
確

保
」

は
、

別
項

目
で

あ
れ

ば
、

一
文

に
ま

と
め

な
い

ほ
う

が
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

　
違

う
項

目
を

一
文

に
い

れ
る

と
評

価
指

標
が

あ
い

ま
い

に
な

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙

１
－

１

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
 修

 正
 文

 案
 等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

2
3

4
1
6
5

1
5

　
幅

広
い

地
域

住
民

等
の

参
画

を
得

て
、

社
会

全
体

で
の

教
育

を
実

現
す

る
た

め
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
ク

ー
ル

や
地

域
学

校
協

働
活

動
の

一
体

的
推

進
に

取
り

組
む

。

　
幅

広
い

地
域

住
民

等
が

参
画

す
る

こ
と

に
よ

り
、

教
育

活
動

や
地

域
学

校
協

働
活

動
の

充
実

や
活

性
化

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
と

地
域

学
校

協
働

本
部

の
一

体
的

推
進

に
取

り
組

む
。

・
文

科
省

の
表

記
に

統
一

し
た

方
が

よ
い

の
で

は
な

い
か

。

・
こ

の
目

的
だ

と
「
学

校
支

援
」
の

視
点

か
ら

抜
け

出
て

い
な

い
。

こ
れ

か
ら

の
時

代
の

変
化

の
中

で
、

地
域

と
学

校
が

連
携

す
る

こ
と

で
い

か
に

地
域

の
課

題
を

解
決

し
、

地
域

の
未

来
を

創
っ

て
い

く
か

、
と

い
う

視
点

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
や

地
域

学
校

協
働

活
動

の
正

確
な

目
的

）
を

含
め

て
も

ら
い

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙

１
－

１

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
 修

 正
 文

 案
 等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

2
4

4
1
6
5

1
7

　
産

業
教

育
の

た
め

の
実

験
実

習
に

必
要

な
装

置
等

の
整

備
や

情
報

に
関

す
る

専
門

教
科

を
推

進
し

、
専

門
教

育
の

充
実

を
図

る
。

　
産

業
界

、
専

門
高

校
、

高
等

教
育

機
関

、
行

政
が

連
携

し
た

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築
や

担
い

手
育

成
、

産
業

教
育

の
実

験
実

習
に

必
要

な
装

置
等

の
整

備
、

情
報

に
関

す
る

専
門

教
科

の
充

実
に

よ
り

、
専

門
教

育
の

推
進

に
取

り
組

む
。

・
P

.1
6
9
/
7
行

目
「
産

業
と

高
等

教
育

機
関

等
の

連
携

に
よ

る
実

践
的

な
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

推
進

」
の

内
容

は
、

高
校

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

も
必

要
な

要
素

で
あ

り
、

p.
1
6
8
/
3
2
行

目
「
地

域
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
」
の

対
象

に
高

校
も

含
め

る
よ

う
検

討
願

い
た

い
。

・
保

育
士

を
め

ざ
し

折
角

、
保

育
コ

ー
ス

等
を

選
択

し
て

も
保

育
士

の
資

格
取

得
へ

と
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

す
る

こ
と

が
で

き
ず

、
夢

を
諦

め
る

生
徒

が
多

い
と

聞
く
の

で
手

厚
い

支
援

が
必

要
だ

と
思

う
。

・
将

来
介

護
福

祉
関

連
の

仕
事

に
生

徒
が

就
い

て
く
れ

る
こ

と
は

貴
重

な
存

在
で

あ
り

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
な

ど
ど

も
連

携
し

て
就

職
支

援
を

し
て

ほ
し

い
。

・
農

業
高

校
や

水
産

高
校

を
卒

業
し

て
も

別
の

職
種

に
就

く
生

徒
が

多
い

と
聞

く
の

で
、

魅
力

あ
る

職
場

の
開

拓
が

行
政

と
し

て
必

要
と

考
え

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
5

4
1
6
6

3
　

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

の
充

実
な

ど
校

務
の

デ
ジ

タ
ル

化
、

負
担

軽
減

対
策

検
討

委
員

会
の

各
校

の
設

置
な

ど
業

務
の

効
率

化
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

。

　
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
の

充
実

な
ど

校
務

の
デ

ジ
タ

ル
化

や
、

沖
縄

県
教

職
員

業
務

改
善

推
進

委
員

会
で

検
討

し
た

学
校

現
場

の
業

務
改

善
を

推
進

し
、

児
童

生
徒

と
向

き
合

う
時

間
の

確
保

等
に

取
り

組
む

。

　
「
教

員
が

子
ど

も
た

ち
と

向
き

合
う

時
間

の
確

保
」
だ

け
で

も
重

要
な

、
大

変
な

取
組

で
あ

る
た

め
、

も
う

少
し

説
明

を
加

え
て

も
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙

１
－

１

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
 修

 正
 文

 案
 等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

2
6

4
1
6
6

2
6

　
こ

の
た

め
、

国
際

感
覚

を
身

に
付

け
る

教
育

の
推

進
、

多
様

な
能

力
を

引
き

出
し

伸
ば

す
教

育
の

推
進

、
地

域
の

発
展

に
寄

与
す

る
魅

力
あ

る
高

等
教

育
環

境
の

充
実

に
取

り
組

む
。

　
こ

の
た

め
、

国
際

感
覚

を
身

に
付

け
る

教
育

の
推

進
、

S
o
c
ie

ty
5
.0

に
対

応
す

る
教

育
の

推
進

、
地

域
の

発
展

に
寄

与
す

る
魅

力
あ

る
高

等
教

育
環

境
の

充
実

に
取

り
組

む
。

　
多

様
な

能
力

を
伸

ば
す

＝
「
IC

T
教

育
」
と

「
科

学
・
理

科
教

育
の

充
実

」
で

よ
い

の
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
7

4
1
6
7

1
【
追

加
】

－
　

「
基

地
内

留
学

」
に

つ
い

て
も

考
え

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。
【
原

文
の

と
お

り
】

　
（
公

財
）
沖

縄
県

国
際

交
流

・
人

材
育

成
財

団
に

お
い

て
は

、
国

際
化

時
代

に
お

け
る

本
県

の
振

興
、

自
立

発
展

を
担

う
高

度
な

専
門

性
・
国

際
性

を
備

え
た

有
為

な
人

材
の

育
成

を
図

る
た

め
、

メ
リ

ー
ラ

ン
ド

大
学

等
の

在
沖

縄
米

軍
施

設
・
区

域
内

大
学

就
学

、
い

わ
ゆ

る
基

地
内

留
学

の
希

望
者

の
推

薦
事

業
や

当
該

就
学

者
支

援
を

実
施

し
て

い
る

。
　

上
述

の
と

お
り

、
当

該
法

人
の

主
た

る
公

益
事

業
と

し
て

確
立

さ
れ

、
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

2
8

4
1
6
7

5
　

国
際

感
覚

を
肌

で
感

じ
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
人

材
の

育
成

に
向

け
、

ア
ジ

ア
、

米
国

、
欧

州
、

南
米

諸
国

等
へ

の
留

学
・
研

修
の

充
実

に
取

り
組

む
。

　
国

際
感

覚
を

肌
で

感
じ

、
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き
る

人
材

の
育

成
に

向
け

、
ア

ジ
ア

太
平

洋
、

欧
米

、
中

南
米

諸
国

等
へ

の
留

学
・
研

修
の

充
実

に
取

り
組

む
。

－
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙

１
－

１

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
 修

 正
 文

 案
 等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

2
9

4
1
6
7

1
2

　
外

国
語

と
深

い
関

わ
り

の
あ

る
O

IS
T

や
J
IC

A
沖

縄
セ

ン
タ

ー
等

と
の

連
携

、
海

外
と

の
文

化
交

流
等

を
通

じ
て

、
外

国
語

や
異

文
化

に
広

く
興

味
を

抱
け

る
国

際
理

解
教

育
の

充
実

と
外

国
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

向
上

に
取

り
組

む
。

－
　

O
IS

T
や

J
IC

A
を

外
国

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
向

上
の

た
め

に
交

流
で

活
用

す
る

と
い

う
の

は
違

和
感

が
あ

る
。

本
質

的
な

内
容

で
交

流
す

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
当

該
箇

所
は

、
国

際
交

流
及

び
国

際
理

解
教

育
に

お
け

る
O

IS
T
や

J
IC

A
沖

縄
セ

ン
タ

ー
等

と
の

連
携

に
つ

い
て

記
載

し
て

い
る

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
　

な
お

、
県

内
研

究
機

関
等

と
の

連
携

に
よ

る
科

学
技

術
分

野
等

に
お

け
る

人
材

育
成

に
つ

い
て

1
6
8
頁

７
行

目
「
科

学
・
理

数
教

育
の

充
実

」
に

記
載

が
あ

る
。

3
0

4
1
6
7

1
5

　
海

外
か

ら
帰

国
し

た
児

童
生

徒
た

ち
の

受
入

れ
を

円
滑

に
進

め
、

海
外

で
身

に
付

け
た

外
国

語
能

力
や

国
際

性
等

を
生

か
し

た
相

互
交

流
に

よ
る

国
際

理
解

教
育

の
推

進
に

取
り

組
む

。

　
帰

国
・
外

国
人

児
童

生
徒

等
の

受
入

れ
を

円
滑

に
進

め
、

国
際

理
解

や
多

文
化

共
生

の
考

え
方

に
基

づ
く
取

組
を

行
う

な
ど

、
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

の
育

成
を

図
る

。

－
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
1

4
1
6
7

1
9

イ
　

多
様

な
能

力
を

引
き

出
し

伸
ば

す
教

育
の

推
進

イ
　

S
o
c
ie

ty
5
.0

に
対

応
す

る
教

育
の

推
進

　
多

様
な

能
力

を
伸

ば
す

＝
「
IC

T
教

育
」
と

「
科

学
・
理

科
教

育
の

充
実

」
で

よ
い

の
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙

１
－

１

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
 修

 正
 文

 案
 等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

3
2

4
1
6
7

2
0

　
子

ど
も

た
ち

の
多

様
な

能
力

を
引

き
出

し
伸

ば
す

こ
と

で
、

本
県

の
社

会
・
経

済
を

牽
引

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

す
る

。

　
経

済
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

、
A

Iや
Io

T
等

の
先

端
技

術
に

よ
る

第
４

次
産

業
革

命
な

ど
、

社
会

経
済

情
勢

の
変

化
に

対
応

し
、

経
済

を
牽

引
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
す

る
。

　
多

様
な

能
力

を
伸

ば
す

＝
「
IC

T
教

育
」
と

「
科

学
・
理

科
教

育
の

充
実

」
で

よ
い

の
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
3

4
1
6
8

1
IC

T
 の

活
用

・
指

導
能

力
向

上
に

向
け

た
教

職
員

研
修

の
充

実
を

図
り

、
教

員
の

指
導

能
力

の
強

化
に

取
り

組
む

。

IC
T
の

活
用

・
指

導
能

力
向

上
に

向
け

た
教

職
員

研
修

の
充

実
を

図
り

、
全

て
の

教
職

員
の

指
導

能
力

の
強

化
に

取
り

組
む

。

　
IC

T
を

活
用

し
た

授
業

が
日

常
化

す
る

中
で

教
員

の
能

力
差

で
児

童
生

徒
が

不
利

益
を

被
ら

な
い

よ
う

悉
皆

研
修

を
計

画
す

べ
き

で
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙

１
－

１

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
 修

 正
 文

 案
 等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

3
4

4
1
6
8

2
1

官
民

が
一

体
と

な
っ

て
個

人
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

や
非

認
知

能
力

の
向

上
を

支
援

す
る

た
め

、

官
民

が
一

体
と

な
っ

て
個

人
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

や
対

人
関

係
能

力
、

様
々

な
視

点
か

ら
社

会
変

化
等

を
捉

え
る

力
、

社
会

課
題

を
発

見
す

る
力

な
ど

の
非

認
知

能
力

の
向

上
を

支
援

す
る

た
め

、

・
一

般
の

方
が

理
解

で
き

る
内

容
、

説
明

に
し

た
方

が
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

・
新

し
く
出

て
き

て
い

る
専

門
用

語
で

一
般

的
な

用
語

で
は

な
く
説

明
が

必
要

で
は

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
5

4
1
6
8

2
9

自
ら

の
魅

力
を

高
め

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
導

入
支

援
高

等
教

育
機

関
自

ら
の

魅
力

を
高

め
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

導
入

支
援

　
「
自

ら
」
と

い
う

の
が

誰
を

指
し

て
い

る
の

か
分

か
り

づ
ら

い
。

　
人

材
「
自

ら
」
の

魅
力

を
高

め
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

導
入

す
る

こ
と

を
指

し
て

い
る

の
か

，
そ

れ
と

も
高

等
教

育
機

関
「
自

ら
」
の

魅
力

を
高

め
る

た
め

に
多

様
な

人
材

を
教

育
す

る
た

め
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

導
入

（
構

築
？

）
す

る
こ

と
を

指
し

て
い

る
の

か
，

ど
ち

ら
を

指
し

て
い

る
の

か
分

か
り

や
す

く
書

い
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙

１
－

１

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
 修

 正
 文

 案
 等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

3
6

4
1
6
9

1
6

【
追

加
】

－
　

県
で

取
り

組
ん

で
い

る
人

材
育

成
を

、
分

野
を

越
え

て
統

括
し

、
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
を

回
す

よ
う

な
組

織
、

仕
組

み
も

次
期

振
計

画
で

は
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
沖

縄
県

で
は

、
現

行
の

「
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
」
の

着
実

な
推

進
を

図
る

た
め

、
「
沖

縄
2
1
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
実

施
計

画
」
で

示
し

た
個

々
の

「
施

策
」
と

「
主

な
取

組
 」

を
対

象
に

進
捗

状
況

や
成

果
指

標
の

達
成

状
況

に
つ

い
て

、
各

部
局

に
お

い
て

P
D

C
A

を
実

施
し

て
お

り
ま

す
。

　
人

材
育

成
は

、
学

校
教

育
や

、
観

光
、

福
祉

、
も

の
づ

く
り

、
IT

、
文

化
と

い
っ

た
様

々
な

産
業

分
野

、
地

域
を

支
え

る
人

材
等

、
多

岐
に

わ
た

り
、

ま
た

、
人

材
育

成
に

密
接

に
関

連
す

る
家

庭
環

境
、

雇
用

環
境

、
地

域
の

現
状

等
も

分
野

ご
と

に
異

な
る

た
め

、
分

野
を

超
え

て
統

括
す

る
と

し
て

も
、

結
果

個
々

の
分

野
に

お
い

て
、

様
々

な
環

境
を

踏
ま

え
、

取
り

組
み

の
効

果
検

証
を

行
わ

ざ
る

を
え

な
い

も
の

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
　

こ
の

た
め

、
こ

れ
ら

人
材

育
成

に
つ

い
て

は
、

例
え

ば
学

校
教

育
で

あ
れ

ば
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
に

お
け

る
平

均
正

答
率

の
全

国
と

の
差

、
IT

分
野

で
あ

れ
ば

国
家

資
格

取
得

者
数

、
 も

の
づ

く
り

で
あ

れ
ば

製
造

業
従

事
者

数
、

地
域

で
あ

れ
ば

「
地

域
お

こ
し

協
力

隊
」
及

び
「
地

域
お

こ
し

協
力

隊
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
」
数

と
い

っ
た

、
分

野
ご

と
に

指
標

を
設

定
し

て
評

価
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
　

各
分

野
間

の
情

報
共

有
は

重
要

で
あ

る
と

考
え

て
お

り
、

今
後

、
「
地

域
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
（
仮

称
）
」
等

に
お

い
て

、
こ

れ
ら

各
分

野
間

の
効

果
検

証
の

情
報

共
有

を
図

り
た

い
と

考
え

て
お

り
、

当
該

箇
所

に
つ

い
て

は
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
3
7

4
1
6
9

2
3

医
療

・
保

健
な

ど
地

域
の

安
心

を
支

え
る

人
づ

く
り

に
取

り
組

む
。

医
療

・
保

健
、

福
祉

な
ど

地
域

の
安

心
を

支
え

る
人

づ
く
り

に
取

り
組

む
。

　
「
誰

一
人

取
り

残
す

こ
と

の
な

い
優

し
い

社
会

」
の

実
現

の
た

め
、

福
祉

は
必

要
だ

と
考

え
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙

１
－

１

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
 修

 正
 文

 案
 等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

3
8

4
1
6
9

2
5

【
追

加
】

－
・
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

雇
用

の
推

進
で

あ
る

こ
と

を
も

う
少

し
明

文
化

さ
れ

る
と

よ
い

の
で

は
な

い
か

。

・
S
o
c
it
y5

.0
も

意
識

し
た

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
雇

用
に

つ
い

て
記

載
い

た
だ

く
こ

と
を

望
み

ま
す

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
障

害
者

雇
用

の
促

進
に

つ
い

て
は

、
P

1
3
5
の

3
0
行

「
③

障
害

者
の

雇
用

の
場

の
創

出
と

働
き

や
す

い
環

境
づ

く
り

」
で

取
り

組
む

こ
と

と
し

て
お

り
、

ま
た

、
意

見
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

P
1
3
6
の

3
0
行

、
基

本
施

策
３

-
(1

1
)-

イ
「
①

　
柔

軟
な

働
き

方
の

推
進

の
た

め
の

環
境

整
備

」
に

記
載

し
て

い
る

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

3
9

4
1
6
9

2
8

　
職

業
知

識
、

技
能

、
能

力
を

も
っ

た
個

人
が

適
切

な
職

業
に

従
事

す
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

社
会

全
体

の
生

産
を

高
め

、
社

会
の

豊
か

さ
や

発
展

に
つ

な
が

り
、

ま
た

、
個

人
は

能
力

発
揮

に
よ

る
充

足
感

の
み

な
ら

ず
所

得
の

獲
得

に
よ

る
生

活
の

向
上

に
結

び
付

く
。

　
各

自
が

も
っ

て
い

る
職

業
知

識
、

技
能

、
能

力
を

発
揮

で
き

る
職

業
に

従
事

す
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

社
会

全
体

の
生

産
を

高
め

、
社

会
の

豊
か

さ
や

発
展

に
つ

な
が

り
、

ま
た

、
個

人
は

や
り

が
い

に
よ

る
充

足
感

の
み

な
ら

ず
所

得
の

獲
得

に
よ

る
生

活
の

向
上

に
結

び
付

く
。

　
「
適

切
な

」
と

い
う

キ
ー

ワ
ー

ド
に

本
人

の
希

望
を

反
映

さ
せ

ず
，

機
械

的
に

決
め

て
し

ま
う

よ
う

な
イ

メ
ー

ジ
を

抱
い

て
し

ま
う

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
0

4
1
7
0

1
0

時
代

の
ニ

ー
ズ

に
適

合
し

た
職

業
訓

練
を

実
施

で
き

る
施

設
の

整
備

・
拡

充
に

取
り

組
む

。

－
　

職
業

能
力

の
育

成
・
開

発
は

、
官

民
の

役
割

分
担

と
協

力
体

制
が

必
要

で
有

る
た

め
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
公

共
職

業
訓

練
施

設
で

実
施

す
る

訓
練

は
、

施
設

や
設

備
投

資
が

必
要

で
、

民
間

で
の

実
施

が
困

難
な

「
も

の
づ

く
り

分
野

」
の

職
業

訓
練

を
主

に
実

施
し

て
お

り
、

民
間

で
実

施
が

可
能

で
か

つ
合

理
的

で
あ

る
訓

練
に

つ
い

て
は

、
民

間
教

育
訓

練
機

関
を

活
用

し
た

委
託

訓
練

を
実

施
し

て
い

る
。

　
そ

の
た

め
、

職
業

訓
練

に
つ

い
て

は
、

官
民

の
役

割
分

担
が

な
さ

れ
て

お
り

、
施

設
の

整
備

・
拡

充
に

つ
き

ま
し

て
は

、
民

間
教

育
訓

練
機

関
の

実
情

に
応

じ
て

整
備

さ
れ

る
も

の
と

考
え

て
お

り
、

当
該

箇
所

に
つ

い
て

は
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
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別
紙

１
－

１

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
 修

 正
 文

 案
 等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

4
1

4
1
7
0

2
7

　
産

学
連

携
の

下
、

大
学

、
大

学
院

、
専

修
学

校
等

に
お

い
て

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
・

キ
ャ

リ
ア

チ
ェ

ン
ジ

に
資

す
る

リ
カ

レ
ン

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
・
展

開
を

促
進

し
、

一
人

ひ
と

り
の

キ
ャ

リ
ア

選
択

に
応

じ
た

学
び

を
提

供
で

き
る

環
境

の
創

出
に

取
り

組
む

。

－
　

記
載

さ
れ

て
い

る
「
社

会
参

画
の

機
会

創
出

」
と

い
う

表
現

に
異

論
は

な
い

が
、

沖
縄

の
最

も
重

要
な

社
会

課
題

で
あ

る
「
貧

困
の

連
鎖

」
を

断
ち

切
る

た
め

の
施

策
で

も
あ

る
旨

、
よ

り
強

い
表

現
・
メ

ッ
セ

ー
ジ

性
が

ほ
し

い
。

　
ま

た
、

民
間

レ
ベ

ル
で

も
シ

ン
グ

ル
マ

ザ
ー

へ
の

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
な

ど
の

具
体

的
な

活
動

が
動

き
は

じ
め

て
い

る
。

個
々

の
活

動
で

終
わ

る
こ

と
が

な
い

よ
う

、
国

・
県

・
自

治
体

に
対

し
て

は
積

極
的

か
つ

包
括

的
な

支
援

を
お

願
い

し
た

い
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
子

ど
も

生
活

福
祉

部
で

は
、

ひ
と

り
親

施
策

に
お

け
る

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
と

し
て

、
就

職
や

転
職

・
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

に
有

利
な

資
格

取
得

を
目

指
す

ひ
と

り
親

へ
の

支
援

や
、

ひ
と

り
親

が
利

用
し

や
す

い
よ

う
、

親
の

受
講

中
に

同
じ

施
設

内
で

子
の

保
育

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
実

施
す

る
経

理
事

務
資

格
取

得
講

座
の

開
講

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
　

ま
た

、
商

工
労

働
部

で
は

、
社

会
人

の
み

な
ら

ず
、

子
育

て
世

代
の

女
性

や
高

齢
者

等
を

含
め

、
世

代
や

性
別

に
関

係
な

く
、

多
様

な
ニ

ー
ズ

へ
の

学
び

直
し

の
機

会
創

出
に

取
り

組
む

こ
と

と
し

て
い

る
。

　
今

後
も

県
民

一
人

ひ
と

り
の

キ
ャ

リ
ア

選
択

に
応

じ
た

学
び

を
提

供
で

き
る

環
境

の
創

出
に

取
り

組
む

こ
と

と
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

4
2

4
1
7
0

2
7

　
産

学
連

携
の

下
、

大
学

、
大

学
院

、
専

修
学

校
等

に
お

い
て

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
・

キ
ャ

リ
ア

チ
ェ

ン
ジ

に
資

す
る

リ
カ

レ
ン

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
・
展

開
を

促
進

し
、

一
人

ひ
と

り
の

キ
ャ

リ
ア

選
択

に
応

じ
た

学
び

を
提

供
で

き
る

環
境

の
創

出
に

取
り

組
む

。

－
人

材
投

資
に

よ
る

生
産

性
に

つ
い

て
は

、
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
重

要
性

お
よ

び
そ

れ
を

行
う

た
め

の
大

学
と

の
連

携
に

つ
い

て
記

し
て

お
い

て
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

？
書

く
場

所
が

違
う

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
行

政
職

員
の

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
も

必
要

だ
と

思
い

ま
す

。
講

演
会

と
い

う
単

発
の

も
の

で
は

な
く
、

社
会

人
修

士
な

ど
も

含
め

て
検

討
頂

い
た

方
が

良
い

と
思

い
ま

す
（
企

業
も

行
政

も
）
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
人

材
投

資
に

よ
り

企
業

の
生

産
性

を
向

上
さ

せ
る

に
は

、
大

学
等

に
お

い
て

、
個

人
が

「
企

業
で

ど
う

活
躍

す
る

か
」
「
何

を
学

ぶ
か

」
「
ど

の
よ

う
に

学
ぶ

か
」
と

い
っ

た
３

つ
の

視
点

で
個

人
と

企
業

の
成

長
の

ベ
ク

ト
ル

を
す

り
合

わ
せ

た
リ

カ
レ

ン
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
発

・
展

開
す

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
　

本
施

策
に

つ
い

て
は

、
産

業
界

と
大

学
等

の
連

携
の

下
、

上
述

し
た

視
点

も
踏

ま
え

、
地

域
の

産
業

界
等

の
ニ

ー
ズ

に
あ

っ
た

、
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
開

発
・
展

開
を

促
進

す
る

こ
と

に
取

り
組

ん
で

い
く
こ

と
も

念
頭

に
置

い
て

い
る

た
め

、
意

見
の

趣
旨

は
含

ま
れ

て
い

る
と

理
解

し
て

お
り

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
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１
－

１

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
 修

 正
 文

 案
 等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

4
3

4
1
7
1

1
5

団
体

・
組

織
等

の
育

成
に

取
り

組
む

。
団

体
・
組

織
等

の
育

成
と

連
携

・
支

援
に

取
り

組
む

。
　

海
岸

漂
着

ご
み

等
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

清
掃

作
業

は
、

各
種

団
体

が
実

施
し

て
お

り
、

そ
の

団
体

と
連

携
を

取
る

事
で

、
活

動
自

体
が

県
民

と
共

に
出

来
る

の
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
4

4
1
7
1

2
1

【
追

加
】

　
保

育
士

等
の

育
成

及
び

資
質

向
上

に
向

け
、

研
修

の
充

実
に

取
り

組
む

。
・
保

育
士

の
量

の
確

保
も

継
続

し
て

支
援

が
必

要
で

す
が

、
す

で
に

質
の

向
上

も
求

め
ら

れ
て

い
る

の
で

、
明

記
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

追
記

す
る

。

4
5

4
1
7
1

2
5

復
職

支
援

に
取

り
組

む
。

－
具

体
的

に
示

す
た

め
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
潜

在
保

育
士

の
復

職
支

援
と

し
て

、
就

職
説

明
会

や
復

職
支

援
セ

ミ
ナ

ー
、

就
職

準
備

金
の

貸
付

等
、

様
々

な
取

組
を

実
施

し
て

い
る

た
め

、
当

該
箇

所
に

つ
い

て
は

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。
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別
紙

１
－

１

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
 修

 正
 文

 案
 等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

4
6

4
1
7
2

2
0

　
県

内
で

薬
剤

師
が

育
成

で
き

る
よ

う
、

県
内

国
公

立
大

学
へ

の
薬

学
部

設
置

な
ど

、
総

合
的

な
薬

剤
師

確
保

に
取

り
組

む
。

－
　

薬
学

部
の

設
置

に
つ

い
て

は
、

設
置

費
用

や
運

営
に

つ
い

て
も

負
担

が
か

か
る

の
で

は
な

い
か

。
県

内
高

校
生

で
、

県
外

の
薬

学
部

進
学

の
学

生
に

対
し

て
、

県
内

就
職

を
条

件
に

授
業

料
の

負
担

軽
減

や
給

付
型

の
奨

学
金

支
給

を
検

討
し

た
方

が
、

即
効

性
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
県

が
実

施
し

た
薬

学
部

設
置

可
能

性
等

調
査

に
よ

る
と

、
今

後
も

沖
縄

県
で

は
、

薬
剤

師
不

足
が

続
い

て
い

く
と

み
ら

れ
、

中
長

期
的

な
対

策
が

必
要

で
あ

る
こ

と
、

薬
学

部
設

置
に

よ
り

、
O

IS
T
等

と
連

携
し

て
県

内
の

豊
富

な
天

然
資

源
を

活
用

し
た

創
薬

分
野

で
の

新
た

な
産

業
新

興
等

が
期

待
出

来
る

こ
と

か
ら

、
薬

学
部

の
設

置
は

薬
剤

師
不

足
解

消
及

び
新

た
な

産
業

振
興

及
び

人
材

育
成

等
に

有
効

な
方

策
の

一
つ

で
あ

る
と

考
え

て
お

り
、

当
該

箇
所

に
つ

い
て

は
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

4
7

4
1
7
5

1
8

産
業

化
産

業
界

－
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

4
8

6
2
0
6

3
3

IC
T
を

活
用

し
た

遠
隔

教
育

や
遠

隔
医

療
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
　

高
等

学
校

等
が

設
置

さ
れ

て
い

な
い

離
島

生
徒

の
、

高
等

学
校

等
へ

の
進

学
に

伴
う

家
庭

の
経

済
的

負
担

軽
減

等
や

、
IC

T
を

活
用

し
た

遠
隔

教
育

、
遠

隔
医

療
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、

　
北

部
圏

域
、

中
部

圏
域

、
南

部
圏

域
、

宮
古

圏
域

、
八

重
山

圏
域

の
と

こ
ろ

で
共

通
し

て
い

る
部

分
が

あ
る

が
、

書
き

方
に

つ
い

て
若

干
違

い
が

あ
る

。
　

宮
古

、
八

重
山

は
高

校
が

設
置

さ
れ

て
い

な
い

、
親

元
を

離
れ

る
と

い
う

よ
う

な
表

現
等

が
あ

る
が

、
北

部
、

南
部

離
島

で
も

同
じ

よ
う

な
状

況
だ

と
思

う
。

　
「
南

部
圏

域
は

」
、

「
北

部
圏

域
は

」
も

、
宮

古
圏

域
、

八
重

山
圏

域
と

同
じ

よ
う

な
形

で
書

く
べ

き
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

27



別
紙

１
－

１

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
 修

 正
 文

 案
 等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

4
9

6
2
1
4

1
2

IC
T
を

活
用

し
た

遠
隔

教
育

や
遠

隔
医

療
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
　

高
等

学
校

等
が

設
置

さ
れ

て
い

な
い

離
島

生
徒

の
、

高
等

学
校

等
へ

の
進

学
に

伴
う

家
庭

の
経

済
的

負
担

軽
減

等
や

、
IC

T
を

活
用

し
た

遠
隔

教
育

、
遠

隔
医

療
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、

　
北

部
圏

域
、

中
部

圏
域

、
南

部
圏

域
、

宮
古

圏
域

、
八

重
山

圏
域

の
と

こ
ろ

で
共

通
し

て
い

る
部

分
が

あ
る

が
、

書
き

方
に

つ
い

て
若

干
違

い
が

あ
る

。
　

宮
古

、
八

重
山

は
高

校
が

設
置

さ
れ

て
い

な
い

、
親

元
を

離
れ

る
と

い
う

よ
う

な
表

現
等

が
あ

る
が

、
北

部
、

南
部

離
島

で
も

同
じ

よ
う

な
状

況
だ

と
思

う
。

　
「
南

部
圏

域
は

」
、

「
北

部
圏

域
は

」
も

、
宮

古
圏

域
、

八
重

山
圏

域
と

同
じ

よ
う

な
形

で
書

く
べ

き
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
0

6
2
2
2

9
ま

た
、

高
等

学
校

等
へ

の
進

学
に

伴
う

家
庭

の
経

済
的

負
担

の
軽

減
等

に
努

め
る

。

　
高

等
学

校
等

が
設

置
さ

れ
て

い
な

い
離

島
生

徒
の

、
高

等
学

校
等

進
学

に
伴

う
家

庭
の

経
済

的
負

担
の

軽
減

等
に

努
め

る
。

　
北

部
圏

域
、

中
部

圏
域

、
南

部
圏

域
、

宮
古

圏
域

、
八

重
山

圏
域

の
と

こ
ろ

で
共

通
し

て
い

る
部

分
が

あ
る

が
、

書
き

方
に

つ
い

て
若

干
違

い
が

あ
る

。
　

宮
古

、
八

重
山

は
高

校
が

設
置

さ
れ

て
い

な
い

、
親

元
を

離
れ

る
と

い
う

よ
う

な
表

現
等

が
あ

る
が

、
北

部
、

南
部

離
島

で
も

同
じ

よ
う

な
状

況
だ

と
思

う
。

　
「
南

部
圏

域
は

」
、

「
北

部
圏

域
は

」
も

、
宮

古
圏

域
、

八
重

山
圏

域
と

同
じ

よ
う

な
形

で
書

く
べ

き
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙

１
－

１

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
 修

 正
 文

 案
 等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

5
1

6
2
2
7

1
　

本
圏

域
に

は
宮

古
島

を
除

い
て

高
等

学
校

が
設

置
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、

多
良

間
村

内
の

児
童

は
中

学
校

卒
業

と
と

も
に

親
元

を
離

れ
、

宮
古

島
や

沖
縄

本
島

等
の

高
等

学
校

へ
進

学
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

進
学

に
伴

う
家

庭
の

経
済

的
負

担
軽

減
等

を
図

る
。

　
本

圏
域

に
は

宮
古

島
を

除
い

て
高

等
学

校
が

設
置

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
多

良
間

村
内

の
生

徒
は

中
学

校
卒

業
と

と
も

に
親

元
を

離
れ

、
宮

古
島

や
沖

縄
本

島
等

の
高

等
学

校
等

へ
進

学
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

進
学

に
伴

う
家

庭
の

経
済

的
負

担
軽

減
等

を
図

る
。

　
北

部
圏

域
、

中
部

圏
域

、
南

部
圏

域
、

宮
古

圏
域

、
八

重
山

圏
域

の
と

こ
ろ

で
共

通
し

て
い

る
部

分
が

あ
る

が
、

書
き

方
に

つ
い

て
若

干
違

い
が

あ
る

。
　

宮
古

、
八

重
山

は
高

校
が

設
置

さ
れ

て
い

な
い

、
親

元
を

離
れ

る
と

い
う

よ
う

な
表

現
等

が
あ

る
が

、
北

部
、

南
部

離
島

で
も

同
じ

よ
う

な
状

況
だ

と
思

う
。

　
「
南

部
圏

域
は

」
、

「
北

部
圏

域
は

」
も

、
宮

古
圏

域
、

八
重

山
圏

域
と

同
じ

よ
う

な
形

で
書

く
べ

き
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
2

6
2
3
3

3
0

　
本

圏
域

に
は

石
垣

島
を

除
い

て
高

等
学

校
が

設
置

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
島

内
の

児
童

は
中

学
校

卒
業

と
と

も
に

親
元

を
離

れ
、

石
垣

島
や

沖
縄

本
島

等
の

高
等

学
校

へ
進

学
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

進
学

に
伴

う
家

庭
の

経
済

的
負

担
軽

減
等

を
図

る
。

　
本

圏
域

に
は

石
垣

島
を

除
い

て
高

等
学

校
が

設
置

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
島

内
の

生
徒

は
中

学
校

卒
業

と
と

も
に

親
元

を
離

れ
、

石
垣

島
や

沖
縄

本
島

等
の

高
等

学
校

等
へ

進
学

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
進

学
に

伴
う

家
庭

の
経

済
的

負
担

軽
減

等
を

図
る

。

　
北

部
圏

域
、

中
部

圏
域

、
南

部
圏

域
、

宮
古

圏
域

、
八

重
山

圏
域

の
と

こ
ろ

で
共

通
し

て
い

る
部

分
が

あ
る

が
、

書
き

方
に

つ
い

て
若

干
違

い
が

あ
る

。
　

宮
古

、
八

重
山

は
高

校
が

設
置

さ
れ

て
い

な
い

、
親

元
を

離
れ

る
と

い
う

よ
う

な
表

現
等

が
あ

る
が

、
北

部
、

南
部

離
島

で
も

同
じ

よ
う

な
状

況
だ

と
思

う
。

　
「
南

部
圏

域
は

」
、

「
北

部
圏

域
は

」
も

、
宮

古
圏

域
、

八
重

山
圏

域
と

同
じ

よ
う

な
形

で
書

く
べ

き
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙

１
－

２

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新
た
な
振
興
計
画

（
中
間
取
り
ま
と
め
）
本
文

 修
 正

 文
 案

 等
 

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
4

1
6
1

7
児

童
生

徒
に

対
す

る
外

国
語

教
育

の
充

実
、

児
童

生
徒

に
対

す
る

外
国

語
教

育
及

び
国

際
理

解
教

育
の

充
実

、
　

国
際

交
流

や
文

化
交

流
に

関
し

て
は

、
教

育
現

場
に

お
い

て
、

相
手

国
の

言
語

を
学

ん
だ

り
理

解
す

る
こ

と
も

大
事

だ
が

、
自

国
の

日
本

、
あ

る
い

は
沖

縄
、

住
ん

で
い

る
地

域
の

歴
史

や
文

化
を

外
国

の
方

に
正

し
く
伝

え
る

た
め

の
知

識
を

持
つ

こ
と

、
勉

強
し

て
い

く
こ

と
が

同
じ

く
ら

い
大

事
で

あ
る

と
い

う
教

育
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。
　

そ
の

た
め

、
「
国

際
理

解
教

育
の

充
実

」
と

し
た

方
が

、
交

流
の

架
け

橋
と

な
る

人
づ

く
り

に
つ

な
が

っ
て

い
く
の

で
は

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
4

1
7
0

1
7

⑵
　

「
生

き
る

力
」
を

育
む

学
校

教
育

の
充

実

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
確

か
な

学
力

、
豊

か
な

心
、

健
や

か
な

体
な

ど
、

子
ど

も
た

ち
の

「
生

き
る

力
」
を

育
み

、
幼

児
児

童
生

徒
一

人
ひ

と
り

が
豊

か
な

人
生

を
切

り
拓

き
、

持
続

可
能

な
社

会
の

創
り

手
と

な
る

こ
と

を
目

指
し

ま
す

。

⑵
　

「
生

き
る

力
」
を

育
む

学
校

教
育

の
充

実

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
学

校
教

育
の

充
実

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
幼

児
児

童
生

徒
一

人
ひ

と
り

が
豊

か
な

人
生

を
切

り
拓

き
、

持
続

可
能

な
社

会
の

創
り

手
と

な
る

よ
う

、
確

か
な

学
力

、
豊

か
な

心
、

健
や

か
な

体
な

ど
、

子
ど

も
た

ち
が

夢
と

志
を

持
ち

、
可

能
性

に
挑

戦
す

る
た

め
に

必
要

な
「
生

き
る

力
」

を
育

む
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

基
本

施
策

の
名

称
に

合
わ

せ
て

文
言

を
修

正
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

3
4

1
7
2

6
【
追

加
】

　
県

教
育

委
員

会
と

市
町

村
教

育
委

員
会

が
連

携
し

た
学

校
訪

問
、

助
言

等
を

行
い

、
国

及
び

県
の

教
育

施
策

に
つ

い
て

の
理

解
と

、
諸

学
力

調
査

結
果

を
基

に
し

た
自

校
の

良
さ

と
課

題
へ

の
認

識
を

深
め

、
授

業
改

善
の

核
と

な
る

教
員

の
指

導
力

向
上

及
び

組
織

的
な

授
業

改
善

に
つ

な
が

る
よ

う
取

り
組

み
ま

す
。

施
策

の
文

章
量

の
バ

ラ
ン

ス
を

調
整

し
、

教
員

の
指

導
力

向
上

に
資

す
る

取
組

を
追

記

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

新
た

な
振

興
計

画
（
中

間
取

り
ま

と
め

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

30



別
紙

１
－

２

学
術
・
人
づ
く
り
部
会

番
号

章
頁

行
新
た
な
振
興
計
画

（
中
間
取
り
ま
と
め
）
本
文

 修
 正

 文
 案

 等
 

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

新
た

な
振

興
計

画
（
中

間
取

り
ま

と
め

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

4
4

1
7
9

1
0

⑷
　

人
口

減
少

に
対

応
し

、
地

域
社

会
を

支
え

る
人

づ
く
り

と
人

材
の

確
保

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
多

様
な

人
材

の
定

着
と

一
人

ひ
と

り
の

能
力

発
揮

に
よ

り
、

既
に

人
口

減
少

に
突

入
し

て
い

る
地

域
も

含
め

た
少

子
・

高
齢

化
に

よ
る

社
会

変
革

に
対

応
し

、
社

会
全

体
の

生
産

性
を

高
め

る
こ

と
で

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
機

能
や

県
民

サ
ー

ビ
ス

の
維

持
・
向

上
を

目
指

し
ま

す
。

　
地

域
や

時
代

の
ニ

ー
ズ

に
適

合
し

た
一

人
ひ

と
り

の
能

力
向

上
に

つ
な

が
る

仕
組

み
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
地

域
を

支
え

る
多

様
な

人
材

の
育

成
・
確

保
が

課
題

で
す

。

⑷
　

人
口

減
少

に
対

応
し

、
地

域
社

会
を

支
え

る
人

づ
く
り

と
人

材
の

確
保

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
既

に
人

口
減

少
に

突
入

し
て

い
る

地
域

も
含

め
た

少
子

・
高

齢
化

等
に

よ
る

社
会

変
革

に
対

応
し

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
機

能
や

県
民

サ
ー

ビ
ス

の
維

持
・
向

上
な

ど
を

支
え

る
人

づ
く
り

と
多

様
な

人
材

の
定

着
を

目
指

し
ま

す
。

　
地

域
や

時
代

の
ニ

ー
ズ

に
適

合
し

た
一

人
ひ

と
り

の
能

力
向

上
に

つ
な

が
る

仕
組

み
を

構
築

し
、

社
会

全
体

の
生

産
性

を
向

上
さ

せ
る

と
と

も
に

、
地

域
を

支
え

る
多

様
な

人
材

の
育

成
・
確

保
が

課
題

で
す

。

基
本

施
策

の
名

称
に

合
わ

せ
て

文
言

を
修

正
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

5
－

－
－

－
－

　
い

ろ
い

ろ
な

分
野

で
の

人
材

育
成

に
つ

い
て

、
教

育
現

場
か

ら
教

育
委

員
会

の
意

見
を

入
れ

る
な

り
、

現
場

と
つ

な
げ

た
職

業
案

内
や

目
標

を
持

っ
た

学
び

を
小

学
校

・
中

学
校

を
通

し
て

行
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
沖

縄
県

教
育

委
員

会
に

お
い

て
は

、
「
沖

縄
県

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
基

本
方

針
」
に

基
づ

き
、

教
育

活
動

全
体

を
通

し
て

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

促
す

取
組

を
推

進
し

、
社

会
的

・
職

業
的

自
立

に
向

け
て

必
要

な
基

盤
と

な
る

基
礎

的
・
汎

用
的

能
力

の
育

成
を

意
識

し
た

取
組

を
推

進
し

ま
す

。
ま

た
、

小
・
中

・
高

・
特

別
支

援
学

校
の

学
び

を
つ

な
ぐ

「
キ

ャ
リ

ア
・
パ

ス
ポ

ー
ト

」
の

取
組

や
、

職
場

に
お

け
る

体
験

活
動

等
を

通
し

て
子

ど
も

た
ち

の
将

来
や

仕
事

に
つ

い
て

考
え

る
き

っ
か

け
を

創
出

し
、

学
ぶ

こ
と

と
社

会
と

の
接

続
を

意
識

し
た

取
組

を
推

進
し

ま
す

。
ま

た
、

産
業

界
、

専
門

高
校

、
高

等
教

育
機

関
、

行
政

が
連

携
し

た
体

制
整

備
、

担
い

手
育

成
、

産
業

教
育

の
実

験
実

習
に

必
要

な
施

設
・
装

置
等

の
整

備
、

情
報

に
関

す
る

専
門

教
科

の
充

実
等

に
よ

り
、

専
門

教
育

の
推

進
に

取
り

組
み

ま
す

。
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別
紙

２

学
術

・
人

づ
く
り

部
会

基
 本

 施
 策

 番
 号

指
　

　
　

　
標

　
　

　
　

名
指

　
　

　
　

標
　

　
　

（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
（
案

）

5
-
(2

)
「
将

来
の

夢
や

目
標

を
持

っ
て

い
る

」
児

童
生

徒
の

割
合

「
将

来
の

夢
や

目
標

を
持

ち
、

自
ら

や
る

と
決

め
た

こ
と

を
や

り
遂

げ
る

児
童

生
徒

の
割

合
」

-
・
夢

や
目

標
は

単
な

る
願

い
も

あ
り

,夢
や

目
標

が
現

在
の

学
び

に
つ

な
が

る
こ

と
が

大
切

・
「
生

き
る

力
」
は

「
将

来
の

夢
や

目
標

が
あ

る
」
で

は
測

れ
な

い
「
生

き
る

力
」
の

定
義

に
基

づ
い

て
指

標
設

定
す

べ
き

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

　
①

 主
 要

 指
 標
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別
紙

２

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧
5
-
(3

)
入

職
者

に
占

め
る

高
等

教
育

修
了

者
の

割
合

-
-

　
「
多

様
な

能
力

を
育

て
る

」
と

い
う

大
き

な
目

標
の

指
標

に
、

「
入

職
者

に
占

め
る

高
等

教
育

修
了

者
の

割
合

」
と

限
定

し
て

よ
い

か
疑

問
に

感
じ

る
。

　
令

和
3
年

3
月

に
発

表
さ

れ
た

「
多

様
な

人
材

の
育

成
に

関
す

る
万

国
津

梁
会

議
最

終
報

告
書

」
の

序
文

に
「
人

材
育

成
の

対
象

者
は

、
幼

児
か

ら
社

会
人

と
し

て
い

る
。

」
と

あ
り

ま
す

。
能

力
を

育
て

る
の

は
、

就
学

児
前

教
育

を
含

む
学

校
教

育
、

そ
し

て
企

業
で

の
人

材
教

育
、

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
も

含
め

た
様

々
な

”
場

”
と

”
連

携
”
の

数
が

重
要

と
さ

れ
ま

し
た

。
当

報
告

書
を

参
照

し
、

本
部

会
で

議
論

、
再

考
さ

れ
る

こ
と

を
望

み
ま

す
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
「
就

学
前

教
育

を
含

む
学

校
教

育
」
に

つ
い

て
は

「
５

-
⑵

「
生

き
る

力
」
を

育
む

学
校

教
育

の
充

実
」
に

整
理

さ
れ

、
こ

の
中

で
取

り
組

む
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
　

ま
た

、
企

業
で

の
人

材
教

育
、

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
に

つ
い

て
は

「
５

-
⑷

人
口

減
少

に
対

応
し

、
地

域
社

会
を

支
え

る
人

づ
く
り

と
人

材
の

確
保

」
に

整
理

さ
れ

、
こ

の
中

で
取

り
組

む
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
　

「
５

-
⑶

多
様

な
能

力
を

育
て

、
力

強
く
未

来
を

拓
く
人

づ
く
り

」
と

し
て

は
、

３
つ

の
施

策
展

開
を

踏
ま

え
て

「
入

職
者

に
占

め
る

高
等

教
育

修
了

者
の

割
合

」
を

主
要

指
標

と
し

て
整

理
し

て
い

る
た

め
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。
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別
紙

２

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
（
案

）

5
-
(1

)-
ア

①
公

民
館

等
の

利
用

延
べ

人
数

-
-

　
公

民
館

は
選

挙
や

地
域

行
事

の
会

場
に

な
る

こ
と

も
多

い
た

め
、

利
用

者
数

の
み

で
は

「
多

様
な

学
習

機
会

の
創

出
及

び
提

供
」
に

寄
与

し
て

い
る

か
を

は
か

る
の

は
難

し
い

。
ま

た
、

社
会

教
育

施
設

等
の

整
備

・
充

実
や

社
会

教
育

指
導

者
等

の
資

質
向

上
に

対
す

る
指

標
の

検
討

も
必

要
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
「
公

民
館

利
用

者
延

べ
人

数
」
の

調
査

を
行

う
際

は
「
多

様
な

学
習

の
機

会
の

創
出

と
提

供
」
と

い
う

視
点

で
の

利
用

者
数

と
な

る
よ

う
、

延
べ

人
数

に
含

め
る

ケ
ー

ス
を

明
確

に
示

し
て

い
く
こ

と
と

し
て

お
り

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

　
②

 成
 果

 指
 標
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別
紙

２

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧
5
-
(1

)-
イ

①
家

庭
教

育
支

援
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
数

-
-

　
支

援
の

実
施

回
数

も
目

標
に

追
加

出
来

な
い

か
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
家

庭
教

育
支

援
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
は

、
保

護
者

と
地

域
の

つ
な

が
り

を
つ

く
り

、
保

護
者

の
相

談
に

の
り

、
き

め
細

か
な

助
言

を
行

う
な

ど
、

保
護

者
や

地
域

に
寄

り
添

い
支

援
を

行
う

人
材

と
な

り
ま

す
。

　
成

果
指

標
は

１
施

策
、

１
指

標
と

い
う

ル
ー

ル
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
市

町
村

主
体

と
な

り
そ

の
地

域
に

お
い

て
家

庭
教

育
支

援
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
示

す
指

標
と

し
て

選
定

し
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

5
-
(1

)-
イ

①
家

庭
教

育
支

援
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
数

-
-

　
施

策
①

②
「
つ

な
が

り
が

創
る

豊
か

な
家

庭
教

育
機

能
の

充
実

」
「
学

校
・
家

庭
・
地

域
社

会
の

相
互

の
連

携
及

び
協

力
」
の

成
果

指
標

は
、

家
庭

教
育

支
援

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

数
、

放
課

後
子

ど
も

教
室

に
参

加
し

た
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

延
べ

人
数

と
あ

る
が

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ク
ー

ル
や

地
域

学
校

協
働

活
動

な
ど

に
つ

い
て

も
記

載
す

る
べ

き
で

は
な

い
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

・
ス

ク
ー

ル
や

地
域

学
校

協
働

活
動

に
係

る
施

策
に

つ
い

て
は

、
1
6
5
頁

1
5
行

目
か

ら
1
6

行
目

に
記

載
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。
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別
紙

２

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧
5
-
(1

)-
イ

②
放

課
後

子
ど

も
教

室
に

参
加

し
た

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
延

べ
人

数

-
-

　
施

策
①

②
「
つ

な
が

り
が

創
る

豊
か

な
家

庭
教

育
機

能
の

充
実

」
「
学

校
・
家

庭
・
地

域
社

会
の

相
互

の
連

携
及

び
協

力
」
の

成
果

指
標

は
、

家
庭

教
育

支
援

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

数
、

放
課

後
子

ど
も

教
室

に
参

加
し

た
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

延
べ

人
数

と
あ

る
が

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ク
ー

ル
や

地
域

学
校

協
働

活
動

な
ど

に
つ

い
て

も
記

載
す

る
べ

き
で

は
な

い
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

・
ス

ク
ー

ル
や

地
域

学
校

協
働

活
動

に
係

る
施

策
に

つ
い

て
は

、
1
6
5
頁

1
5
行

目
か

ら
1
6

行
目

に
記

載
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

5
-
(2

)-
ウ

②
「
自

分
に

は
良

い
と

こ
ろ

が
あ

る
」
と

考
え

て
い

る
児

童
生

徒
の

割
合

-
-

　
「
自

分
に

は
良

い
と

こ
ろ

が
あ

る
」

は
自

己
肯

定
感

の
指

標
で

は
な

い
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
成

果
指

標
に

つ
い

て
は

、
な

る
べ

く
全

国
比

較
が

出
来

る
既

存
調

査
結

果
を

成
果

指
標

に
採

用
し

て
お

り
、

当
該

指
標

に
つ

い
て

は
、

文
部

科
学

省
が

毎
年

度
実

施
し

て
い

る
「
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
」

に
お

け
る

質
問

紙
調

査
の

項
目

を
採

用
し

て
お

り
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。
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別
紙

２

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧
5
-
(2

)-
ウ

③
「
人

の
役

に
立

つ
人

間
に

な
り

た
い

」
と

考
え

て
い

る
児

童
生

徒
の

割
合

「
家

で
自

ら
計

画
を

立
て

て
勉

強
し

て
い

る
児

童
・

生
徒

の
割

合
」

-
　

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
第

一
の

狙
い

は
子

ど
も

た
ち

の
将

来
の

夢
,目

標
の

育
成

で
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

37



別
紙

２

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧
5
-
(3

)-
ウ

③
大

卒
者

進
路

未
定

者
率

-
-

　
産

業
教

育
は

高
等

教
育

か
ら

ス
タ

ー
ト

し
て

は
遅

い
と

思
い

ま
す

。
他

国
の

経
済

白
書

に
お

い
て

「
早

期
か

ら
自

国
の

産
業

を
識

る
こ

と
は

個
人

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
と

経
済

振
興

に
寄

与
す

る
」
と

い
っ

た
趣

旨
の

報
告

が
あ

り
ま

す
。

国
も

初
等

教
育

か
ら

の
産

業
教

育
を

推
進

し
て

お
り

ま
す

し
、

中
長

期
的

な
視

点
で

の
施

策
と

成
果

指
標

が
望

ま
し

い
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
「
初

等
教

育
に

お
け

る
キ

ャ
リ

ア
教

育
」
に

つ
い

て
は

、
「
5
⑵

ウ
③

学
校

教
育

に
お

け
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
推

進
」
で

整
理

さ
れ

、
こ

の
施

策
の

中
で

「
人

の
役

に
立

つ
人

間
に

な
り

た
い

」
と

考
え

る
児

童
生

徒
の

割
合

を
成

果
指

標
と

し
て

取
り

組
む

こ
と

と
し

て
い

る
。

　
本

施
策

に
お

い
て

は
、

高
等

教
育

機
関

の
学

生
等

が
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

分
野

の
知

識
・
技

能
を

生
か

し
職

業
を

通
じ

て
社

会
に

関
わ

っ
て

い
く
こ

と
を

課
題

や
目

標
に

設
定

し
て

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
促

進
し

て
い

く
内

容
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
「
大

卒
者

進
路

未
決

定
率

」
を

成
果

指
標

と
し

て
整

理
し

て
い

る
た

め
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

5
-
(3

)-
ウ

③
大

卒
者

進
路

未
決

定
者

率
-

-
　

未
決

定
者

率
の

減
少

そ
の

も
の

が
目

標
で

あ
る

。
【
原

文
の

と
お

り
】

　
減

少
を

目
指

す
べ

き
も

の
で

あ
り

、
毎

年
の

進
捗

管
理

（
P

D
C

A
）

に
お

い
て

は
、

そ
の

減
少

が
進

む
こ

と
で

取
組

が
効

果
的

に
進

ん
で

い
る

こ
と

を
確

認
し

評
価

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
た

め
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。
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自由意見の一覧（学術・人づくり部会）

【全分野】

１ 例えば市町村史の編さん室には優秀な人材が集まっているも

のの、任期が３年等となっており、雇用の場がなかなか安定さ

れていないことを非常に感じている。

沖縄県の人材育成と雇用の場の確保と拡大をセットにして考

えていくことが非常に重要で、沖縄で必要とされている人材は

何か、今足りない人材は何か、どのような人材が今後必要にな

ってくるかを、大きな戦略的なものを描かないと、人材育成と

現場の間で、必要とされる人材ニーズのミスマッチが生じてく

る。

２ 県内の高校生は、県内で学びたいという意欲が強いので、そ

ういったところを支援するのは非常に重要ではないか。県内で

学びたいと考えている、あるいは学んでいる大学生に対する配

慮が今のところないなと思うので、そのあたりも検討していく

必要がある。

別紙３
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